
［成果情報名］東北地域における春まきタマネギ栽培を安定化する生産技術体系 

［要約］東北地域における春まきタマネギ栽培に適した品種、施肥基準、播種・定植期、ネギアザミウ

マや腐敗病被害の低減対策、雑草対策等の要素技術を体系的に活用することで、水田作経営体による

大規模なタマネギ生産において 5t/10a以上の収量安定が可能となる。 
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［分類］普及成果情報 

［背景・ねらい］ 

タマネギは生産量の多い露地野菜品目であるが、生産地は北海道・佐賀県・兵庫県の特定地域に

集中しており、出荷地域の切り替え期となる夏季（7・8月）には国産品の供給力が一時的に低下す

る。業務加工用として青果輸入量の多いタマネギであるが、国産品への実需ニーズは強く、夏季の供

給力向上が求められている。これまでの研究開発で、東北地域で春まき栽培によりタマネギ生産した

場合、夏季の出荷が可能であることを示し技術普及を進めたが、作付けが広がる中で腐敗性病害の多

発や暫定的な施肥基準といった栽培管理上の問題が顕在化している。そこで、東北地域の春まきタマ

ネギ栽培において 10アールあたり 5t以上の収量を安定的に得ることを目標に、施肥基準や病虫害防

除等の要素技術を開発するとともに、地域の公設試と連携してそれらを体系化・実証し、水田転換畑

における土地利用型経営体に向けた導入の効果等を明らかにする。 

［成果の内容・特徴］ 

１．地域に適した品種を利用し、標準的な栽培暦（図 1）に基づき、各地域の環境条件に合わせた適

切な播種期・定植期を設定している。 

２．タマネギ養分吸収量（図 2）および施肥試験に基づき、本作型の施肥量の基準を N:P2O5:K2O＝

15:15:15kg/10aとする。 

３．本作型の主要な減収要因であるタマネギ腐敗病対策として、細菌性病害対象の殺菌剤を倒伏開始

後も収穫前まで散布し、かつ、ネギアザミウマに効果の高い殺虫剤を散布する防除体系（防除モ

デル）を示す（図 3）。雑草対策は、土壌処理剤の定植直後処理（1回目）とその 40日後処理の 2

回処理による防除を基本とする。 

４．岩手県の水田作経営体における作付体系の導入実証では、10アールあたり 5.2tの収量が得ら

れ、タマネギ導入前と比べ経営体の総所得が約 5割増加すると見込まれる（表 1）。 

５．実証した技術体系は、東北地域における春まきタマネギ栽培で生産の安定化や新規作付けに活用

できるマニュアルとして公表される。 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：東北地域のタマネギ生産者、タマネギ作導入に関心のある土地利用型農業生産者、普

及指導機関。 

２．普及予定地域・普及予定面積・普及台数等：東北地域・300ha。出荷時期（7・8月）の輸入量

（約 5万トン）の 3割程度置き換えが見込まれる。 

３．その他：雑草・病害虫防除体系に示した農薬は登録内容に従って使用すること。記載した登録内

容が変更されることがあるので、使用前に薬剤容器のラベル等で確認する。 



 

 

［具体的データ］ 

図 1 東北地域における春まきタマネギ栽培暦（標準） 

 

 

図 2 東北地域の春まきタマネギの養分吸収量 

×印は平均値、箱内の横線は中央値、春まきタマネギ栽培試験圃場（6県 12圃場）での調査結果 

 

 

図 3 東北地域の春まきタマネギ栽培における防除モデル 

  



 

 

 

表１ 大規模経営体への導入モデル 
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水稲
主食用米

水稲
飼料用米

小麦
春まき

タマネギ
タマネギ
導入前

タマネギ
導入後

480 532 300 5,200 水稲主食用米 25.8ha 27.9ha
230 12 9 60 水稲飼料用米 27.9ha 19.9ha

0 80,000 76,340 50,000 小麦 43.2ha 39.5ha
春まきタマネギ － 12.8ha

8.23 7.25 3.44 39.08
注）1： 整数計画法により算出

 2： 春まきタマネギの前提条件は実証経営体、その他品目の前提条件は実証地域を参考とした
（水稲と小麦の単価は流通経費を差し引いて設定されたもの）

 3： 農地規模制約は100ha、労働力制約は常時雇用9人及び季節雇用6人(800円/hr)とした
 4： タマネギの作付上限面積は12.8haとした
 5： 補助事業の活用を前提としており、タマネギ専用機械のみ1/2圧縮とした
 6： 総所得＝粗収益－（物財費＋労働費＋支払地代）
 7： 労働費は季節雇用分(800円/hr)のみを計上

110,400 86,384 79,040 362,000

41,510 38,448 30,076 191,256
10,093

272 410
68,890 47,936 48,964 170,744

労働時間(hr)

春まきタマネギ導入モデル

単収(kg)
単価(円)
その他収益(円)

試算に使用した10a当たり利益係数

粗収益(円)
　　①

変動費用(円)
　　②

限界利益(円)
　①－②

総所得(万円)

総労働時間(hr)

常時従事者1人当たり
所得(万円/人)

2,447 3,689

5,638


